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令和８年４月１０日 

保護者様 

江東区立枝川小学校 

校 長  宮脇 隆 

 

大地震発生時の基本対応について 
 

 

保護者の皆様には、日頃より本校の教育活動にご理解・ご協力をいただき、深く感謝申し上げます。 

年度当初にあたり、今後、震度5、或いはそれ以上の地震が、東京にも発生する可能性があることを踏まえ、「大地震

発生時」には、以下の対応を原則とさせていただきます。 

保護者の皆様におかれましては、ご理解の上、ご協力をよろしくお願いします。また万が一、家族が離散していた際

の家族の集合場所などを、お子様と話し合い決めておく等も、重ねてよろしくお願いします。 

 

 

 震度５弱以上 

登 

校 

前 

【児 童・保護者】 

・自宅で待機し、HPまたは、「すぐーる」で情報の確認をする。 

【学 校】 

・担当の登校班の通学路の安全を確認する。 

登 

校 

中 

【児 童】 

・物が落ちてこない・倒れてこない安全な場所に避難し、地震が収まるまで待機する。 

【学 校】 

・担当の登校班の通学路を通って、登校班の確認をする。 

・安全な場所に児童を避難させ地震が収まるまで待機させる。 

・状況により、保護者と連携して登校班を集合場所もしくは学校まで引率する。  

在 

校 

中 

【児 童】 

・机の下に避難し、地震が収まるのを待つ。（教室） 

・その場で頭を守り腰を下ろす。（校庭・廊下） 

・保護者が引き取りに来るまで、児童は学校で待機する。 

【保護者】 

・児童を引き取りに来る。 

【学 校】 

・校内の安全な場所に児童を避難させ、保護者が引き取りに来るまで児童を待機させる。  

下 

校 

中 

【児 童】 

・物が落ちてこない・倒れてこない安全な場所に避難し、地震が収まるまで待機する。 

【学 校】 

・担当の登校班の通学路を通って、避難・待機している児童を引率して学校に避難させる。 

・学校に避難した児童を確認し、校内の安全な場所に児童を避難させ、保護者が引き取りに来るまで

児童を待機させる。  
※「震度４」以下は、原則として通常通りの生活を行います。 
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【授業中・休み時間】 

 

 

【校外学習時】 

 

 

【登校中】   【下校中】 

大地震発生時の基本対応 

地 震 発 生 

児童の安全確保 

校内巡視 

倒壊箇所等の確認 

 

校長・副校長（不在時は主

幹）校舎内外避難の決定・

指示 

 

安全な場所に避難・待機 

学校へ状況報告 

（不通の場合は、学年主

任が、その場で待機する

か、帰校するか判断をす

る。）その後、タイミン

グを見計らい帰校する。 

校内巡視 

倒壊箇所等の確認 

 

担当の登校班の通

学路を通って、避

難・待機している

児童を引率して学

校・集合場所に避

難させる。 

校内巡視 

倒壊箇所等の確認 

 

担当の登校班の通

学路を通って、避

難・待機している

児童を引率して学

校に避難させる。 

 

保護者への引き渡し 

 

 

保護者への引き渡

し 

 

 

保護者への引き渡

し 

世話人と連携して

の保護者への引き

渡し 

 

 


